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   第 39回 日 本 ・ Ｅ Ｕ 議 員 会 議 派 遣 参 議 院 代 表 団 報 告 書  

 

     団   長  参 議 院 議 員   羽 生 田  俊  

          同       小 野 田 紀 美  

          同       野 田  国 義  

 同   行  国 際 会 議 課 長  松 下  和 史  

会 議 要 員  第 一 特 別 調 査              

室 調 査 員    武 元  英 輝  

 

１ ． は じ め に  

 第 39回 日 本 ・ Ｅ Ｕ 議 員 会 議 は 、 令 和 元 年 11月 27日 （ 水 ） に ス ト ラ

ス ブ ー ル （ フ ラ ン ス 共 和 国 ） の 欧 州 議 会 で 開 催 さ れ た 。  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 衆 参 両 院 議 員 ９ 名 （ 団 長 ： 小 野 寺 五 典 衆 議 院

議 員 、 団 長 代 行 ： 後 藤 田 正 純 衆 議 院 議 員 、 副 団 長 ： 羽 生 田 俊 参 議 院

議 員 ）か ら 構 成 さ れ 、欧 州 議 会 対 日 交 流 議 員 団（ 団 長：ギ ル 議 員（ 英

国 ）、 第 一 副 団 長 ： シ ャ ル デ モ ウ ズ 議 員 （ デ ン マ ー ク ）） と の 討 議 に

臨 ん だ 。  

 会 議 は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 議 題 「 最 近 の 政 治 ・ 経 済 ・ 社 会 情

勢 （ ① Ｅ Ｕ の 現 況 、 ② 日 本 の 現 況 ）」、「 経 済 連 携 協 定 （ Ｅ Ｐ Ａ ）、 戦

略 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定（ Ｓ Ｐ Ａ ）、議 会 間 協 力 の 深 化 ｣、｢気 候 変

動 及 び Ｃ Ｏ Ｐ 25｣及 び ｢日 本 ・ Ｅ Ｕ を 取 り 巻 く 地 域 情 勢 （ 北 朝 鮮 、 中

国 、米 国 等 ）｣の そ れ ぞ れ に つ い て 、日 欧 の 議 員 が 基 調 発 言 を 行 っ た

後 、 自 由 に 意 見 交 換 を 行 う 形 式 で 進 め ら れ た 。 ま た 、 第 ２ セ ッ シ ョ

ン 終 了 後 、 共 同 声 明 を 発 出 し た 。  

 こ の ほ か 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ロ ワ ゾ ー 欧 州 議 会 安 全 保 障 ・ 防 衛

小 委 員 会 委 員 長（ フ ラ ン ス ）、ラ ン ゲ 欧 州 議 会 国 際 貿 易 委 員 会 委 員 長

（ ド イ ツ ）、ヴ ァ シ チ コ フ ス キ 欧 州 議 会 外 務 委 員 会 副 委 員 長（ ポ ー ラ

ン ド ） 及 び サ ッ ソ ー リ 欧 州 議 会 議 長 （ イ タ リ ア ） と 会 談 し た 。  

ま た 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 欧 州 議 会 本 会 議 を 傍 聴 し て 紹 介 を 受 け

た ほ か 、 ギ ル 団 長 主 催 夕 食 懇 談 会 及 び ハ ウ タ ラ 欧 州 議 会 副 議 長 （ フ

ィ ン ラ ン ド ） 主 催 昼 食 懇 談 会 に 出 席 し た 。  

さ ら に 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 会 議 終 了 後 、 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 の ベ

ル リ ン を 訪 問 し た 。  

 本 報 告 書 で は 、 参 議 院 代 表 団 の 活 動 を 中 心 に 今 次 会 議 の 概 要 を 報

告 す る 。  

 
２ ． 会 議 の 概 要  

 会 議 は 、 11月 27日 （ 水 ） 午 後 、 第 １ セ ッ シ ョ ン 及 び 第 ２ セ ッ シ ョ

ン に 分 け て 開 催 さ れ た 。  
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（ １ ） 開 会 挨 拶  

 冒 頭 、 ギ ル 団 長 は 、 本 年 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ と Ｓ Ｐ Ａ が 発 効 し 、 日

Ｅ Ｕ 関 係 は 大 き な 進 展 を 遂 げ て い る 旨 指 摘 し た 上 で 、 世 界 中 で ポ ピ

ュ リ ズ ム が 台 頭 し て い る 中 、 法 の 支 配 、 民 主 主 義 、 人 権 尊 重 と い っ

た 価 値 を 共 有 し 、 信 頼 で き る パ ー ト ナ ー で あ る 日 Ｅ Ｕ が 協 力 し て い

く こ と は 、 こ れ ま で に も 増 し て 重 要 で あ る 旨 発 言 す る と と も に 、 双

方 の 議 会 が 日 Ｅ Ｕ 関 係 を 更 に 強 化 す る よ う 十 全 た る 協 力 を し 、 こ の

関 係 が 深 化 す る こ と を 希 望 す る 旨 述 べ た 。  

 引 き 続 き 、 小 野 寺 団 長 は 、 日 本 に お け る 天 皇 陛 下 の 即 位 、 Ｅ Ｕ に

お け る 欧 州 議 会 議 員 選 挙 の 実 施 や 新 欧 州 委 員 会 の 発 足 な ど 、 双 方 が

新 た な 時 代 を 迎 え る 年 に 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ が 発 効 し 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｓ Ｐ

Ａ の 暫 定 適 用 が 開 始 さ れ た こ と は 、 日 Ｅ Ｕ 関 係 の 新 た な 幕 開 け と し

て 象 徴 的 な 出 来 事 で あ る 旨 発 言 し た 。 そ の 上 で 、 世 界 情 勢 の 不 確 実

性 が 高 ま る 中 、 日 Ｅ Ｕ 双 方 が 結 束 し て 課 題 に 取 り 組 ん で い く 必 要 性

を 強 く 認 識 し て お り 、 今 次 会 議 で の 議 論 を 通 じ て 、 新 た な 対 日 交 流

議 員 団 の メ ン バ ー と の 協 力 関 係 を 築 い て い け る こ と を 期 待 す る 旨 述

べ た 。  

 

（ ２ ） 第 １ セ ッ シ ョ ン  

議 題 １ ： 最 近 の 政 治 ・ 経 済 ・ 社 会 情 勢  

 
① Ｅ Ｕ の 現 況  

ギ ル 団 長 は 、 基 調 発 言 に お い て 、 本 年 ５ 月 の 欧 州 議 会 議 員 選 挙 の

結 果 と そ の 影 響 、 今 次 会 議 の 直 前 に 開 催 さ れ た 欧 州 議 会 本 会 議 に お

い て 承 認 さ れ た 新 欧 州 委 員 会 の 構 成 と そ の 主 要 政 策 目 標 、 英 国 の Ｅ

Ｕ 離 脱 等 に つ い て 述 べ た 。  
 
② 日 本 の 現 況  

羽 生 田 副 団 長 は 、 基 調 発 言 に お い て 、 自 身 が 医 師 で あ る こ と に 言

及 し た 上 で 、 医 療 は 平 時 の 国 家 安 全 保 障 で あ っ て 、 国 民 の 健 康 を 守

る 上 で 非 常 に 重 要 で あ る 旨 指 摘 す る と と も に 、 日 本 の 医 療 ・ 社 会 保

障 制 度 の 現 状 と 課 題 に つ い て 説 明 し た 。 ま ず 、 少 子 高 齢 化 に 関 し て

世 界 の 先 端 を 走 る 日 本 の 対 応 が 注 目 さ れ て い る こ と か ら 、 長 寿 が 幸

せ と 思 え る 国 を 作 り た い 旨 発 言 し た 。 続 い て 、 日 本 政 府 が 提 唱 す る

「 人 生 100年 時 代 」を 紹 介 し た 上 で 、ユ ニ バ ー サ ル・ヘ ル ス・カ バ レ

ッ ジ を 日 本 で 代 表 す る も の は 国 民 皆 保 険 制 度 で あ っ て 、 こ れ が 健 康

長 寿 の 基 礎 に な っ て い る と 考 え る 旨 述 べ た 。 加 え て 、 日 本 の 社 会 保

障 制 度 の 概 要 と そ の 厳 し い 財 政 状 況 を 紹 介 し た 上 で 、 負 担 と 給 付 の
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割 合 が 社 会 保 障 に 関 す る 議 論 の 中 で も 最 も 重 要 な も の と な っ て い る

旨 説 明 し た 。 さ ら に 、 日 本 で は 、 少 子 高 齢 化 が 進 ん だ 結 果 、 現 役 世

代 の ３ 人 か ら ４ 人 が １ 人 の 高 齢 者 を 支 え て い る が 、将 来 は 1.5人 で １

人 を 支 え る 状 態 に な る と 予 想 さ れ て い る 旨 述 べ た 上 で 、 少 子 化 対 策

に 成 功 し て い る 国 々 の 事 例 を 参 考 に し な が ら 、 改 善 を 進 め て い き た

い 旨 発 言 し た 。  

欧 州 議 会 側 か ら 、 高 齢 化 社 会 及 び 社 会 保 障 問 題 に つ い て Ｅ Ｕ と 日

本 の 状 況 が 似 て い る と の 指 摘 が あ り 、 労 働 力 確 保 の た め 女 性 の 労 働

市 場 参 画 を 奨 励 し て お り 、 託 児 施 設 の 拡 充 等 の 施 策 を 推 進 し て い る

旨 説 明 が あ っ た 。加 え て 、Ｅ Ｕ の 医 療 保 険 制 度 の 紹 介 と 、医 師 不 足 、

医 薬 品 不 足 と い う 課 題 の 説 明 が あ り 、 革 新 技 術 ・ ロ ボ ッ ト の 利 用 な

ど に 関 す る 日 Ｅ Ｕ 間 の 協 力 の 可 能 性 に つ い て 期 待 が 述 べ ら れ た 。  
こ れ に 対 し 、 羽 生 田 副 団 長 は 、 日 本 で も 医 師 不 足 へ の 対 応 と し て

ロ ボ ッ ト や Ｉ Ｔ 、 さ ら に は ｉ Ｐ Ｓ 細 胞 や バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー な ど の

活 用 は 経 済 活 性 化 の 面 で も 効 果 が あ る こ と か ら 積 極 的 に 推 進 さ れ て

お り 、 こ の よ う な 分 野 に つ い て 日 Ｅ Ｕ 間 で も 協 力 し て い き た い 旨 発

言 し た 。  
小 野 田 参 議 院 議 員 は 、 日 本 で は 、 マ イ ナ ン バ ー に よ る 行 政 手 続 の

簡 素 化 、 デ ジ タ ル 教 科 書 の 導 入 な ど 法 律 や 制 度 の 整 備 は 進 み 、 技 術

も あ る も の の 、 保 守 的 な 国 民 性 の た め か デ ジ タ ル 化 が 進 ま な い 現 状

に あ る 旨 説 明 し た 。 続 い て 、 高 齢 ド ラ イ バ ー に よ る 事 故 、 地 方 の 医

師 不 足 に よ る 都 市 と の 医 療 格 差 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の で き る 教 員

の 不 足 な ど に よ る 地 方 と 都 市 と の 教 育 格 差 、 地 方 に お け る 司 法 へ の

ア ク セ ス の し に く さ と い っ た 、 少 子 高 齢 化 や 地 方 の 過 疎 化 に 伴 う 問

題 を 解 決 で き る の は デ ジ タ ル 化 し か な い 旨 指 摘 し た 。 加 え て 、 プ ラ

イ バ シ ー 情 報 な ど 個 人 情 報 の 保 護 を 確 保 し な が ら 、 デ ジ タ ル デ バ イ

ド を 克 服 し て い く こ と が 日 本 の 課 題 で あ る 旨 述 べ る と と も に 、 デ ジ

タ ル 技 術 分 野 に お け る 日 本 と Ｅ Ｕ の 協 力 を 期 待 す る 旨 発 言 し た 。  
 

議 題 ２：経 済 連 携 協 定（ Ｅ Ｐ Ａ ）、戦 略 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定（ Ｓ

Ｐ Ａ ）、 議 会 間 協 力 の 深 化  

 シ ル ヴ ァ ・ ペ レ イ ラ 議 員 （ ポ ル ト ガ ル ） は 、 基 調 発 言 に お い て 、

日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ が 欧 州 議 会 で 71％ と い う 圧 倒 的 多 数 で 承 認 さ れ 、 本

年 ２ 月 に 発 効 し た こ と を 非 常 に う れ し く 思 う 旨 発 言 し た 。 続 い て 、

同 Ｅ Ｐ Ａ は 、 保 護 主 義 や 貿 易 戦 争 に 対 処 で き る も の で あ っ て 、 関 税

撤 廃 だ け で は な く 、 中 小 企 業 、 持 続 可 能 な 開 発 、 気 候 変 動 、 消 費 者

保 護 、 労 働 者 の 権 利 と い っ た 項 目 に つ い て も 規 定 し た バ ラ ン ス の 取

れ た 新 し い 世 代 の 協 定 で あ る 旨 述 べ る と と も に 、 同 Ｅ Ｐ Ａ の 評 価 は

時 期 尚 早 と し な が ら も 、 Ｅ Ｕ と 日 本 の 双 方 に と っ て 非 常 に 良 い 協 定
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で あ る と 考 え る 旨 発 言 し た 。  

ギ ル 団 長 は 、日 Ｅ Ｕ・Ｓ Ｐ Ａ は 多 国 間 主 義 、法 の 支 配 、民 主 主 義 、

人 権 の 尊 重 、 パ リ 協 定 の 実 施 促 進 、 安 全 保 障 、 産 業 政 策 、 イ ノ ベ ー

シ ョ ン と い っ た 広 範 な 協 力 項 目 を 掲 げ る も の で あ り 、 こ れ に よ り 日

Ｅ Ｕ 間 の 協 力 を 深 化 さ せ 、 首 脳 、 閣 僚 、 上 級 官 僚 な ど 各 レ ベ ル で の

交 流 も 深 め る こ と が で き る 旨 発 言 し た 。 加 え て 、 過 去 に 本 議 員 会 議

が 年 ２ 回 開 催 さ れ た 時 期 が あ っ た が 、 Ｅ Ｕ 側 の 事 情 に よ り 年 １ 回 に

制 限 さ れ た 旨 説 明 し た 上 で 、 同 Ｓ Ｐ Ａ を 実 施 す る 上 で も 、 開 催 回 数

を 年 ２ 回 に 戻 し た い と 考 え て お り 、 後 ほ ど 署 名 予 定 の 共 同 声 明 は 、

両 議 会 の 協 力 関 係 の ア ッ プ グ レ ー ド を 希 望 し て い る も の で あ る 旨 発

言 し た 。  
篠 原 孝 衆 議 院 議 員 は 、 基 調 発 言 に お い て 、 米 国 の Ｔ Ｐ Ｐ か ら の 撤

退 及 び 英 国 の Ｅ Ｕ 離 脱 に よ る 危 機 感 が 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ 交 渉 に 与 え た

影 響 、 同 Ｅ Ｐ Ａ 及 び Ｔ Ｐ Ｐ 11の 締 結 が 日 米 貿 易 交 渉 に 与 え た 影 響 、

同 Ｅ Ｐ Ａ 発 効 に よ る 貿 易 拡 大 効 果 、 Ｗ Ｔ Ｏ の 役 割 が 低 下 す る 時 代 に

お い て 同 Ｅ Ｐ Ａ が 自 由 貿 易 を 主 導 す る こ と へ の 期 待 等 に つ い て 発 言

し た 。  

 野 田 参 議 院 議 員 は 、 ま ず 2018年 の 農 業 分 野 に お け る Ｅ Ｕ か ら 日 本

へ の 輸 出 は １ 兆 3,763億 円 で あ っ た が 、 日 本 か ら Ｅ Ｕ へ の 輸 出 は 479

億 円 で あ っ た こ と を 紹 介 し た 。 次 に 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ の よ う な 協 定

に 関 し て 、 農 家 や 農 業 団 体 は 農 業 が 犠 牲 を 強 い ら れ る の で は な い か

と 懸 念 す る が 、 ピ ン チ は チ ャ ン ス で も あ り 、 こ の よ う な 協 定 を 農 業

の 発 展 に つ な げ て い か な け れ ば な ら な い 旨 発 言 し た 。 加 え て 、 人 口

減 少 ・ 少 子 高 齢 化 で 苦 し む 地 方 の 活 性 化 の た め に は 、 第 一 次 産 業 の

活 気 を 取 り 戻 さ な け れ ば な ら ず 、 国 内 に お け る 農 業 生 産 性 の 向 上 、

経 営 の 安 定 化 ・ 強 化 も 必 要 で あ る が 、 日 本 か ら Ｅ Ｕ へ の 農 産 物 の 輸

出 拡 大 を 期 待 す る 旨 発 言 し た 。  

 こ の ほ か 後 藤 田 団 長 代 行 か ら 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ 、 Ｓ Ｐ Ａ 締 結 に 関

す る 欧 州 議 会 議 員 の 貢 献 に 対 す る 謝 意 、 高 い 自 由 化 率 、 地 理 的 表 示

保 護 制 度 、 パ リ 協 定 へ の 言 及 、 中 小 企 業 関 係 の 規 定 な ど を 含 む 同 Ｅ

Ｐ Ａ に 対 す る 高 い 評 価 、 同 Ｅ Ｐ Ａ 発 効 に よ る 貿 易 拡 大 、 同 Ｅ Ｐ Ａ に

盛 り 込 ま れ な か っ た 投 資 紛 争 解 決 手 続 に 関 す る 取 組 等 に つ い て 発 言

が あ っ た 。  

 欧 州 議 会 側 か ら 、 保 護 主 義 が 台 頭 し 、 各 国 間 で の 緊 張 関 係 が 高 ま

っ て い る 中 で の 日 Ｅ Ｕ・Ｅ Ｐ Ａ の 意 義 、日 Ｅ Ｕ 連 携 の 更 な る 必 要 性 、

Ｗ Ｔ Ｏ の 機 能 不 全 に 対 す る 懸 念 等 に つ い て 発 言 が あ っ た 。  
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（ ３ ） 第 ２ セ ッ シ ョ ン （ グ ロ ー バ ル 課 題 に お け る 日 Ｅ Ｕ 協 力 ）  

議 題 ３ ： 気 候 変 動 及 び Ｃ Ｏ Ｐ 25 

 柿 沢 未 途 衆 議 院 議 員 は 、 基 調 発 言 に お い て 、 近 年 、 日 本 で 発 生 し

た 集 中 豪 雨 や 台 風 に よ る 被 害 及 び 猛 暑 な ど 異 常 気 象 の 現 状 、 温 室 効

果 ガ ス 排 出 削 減 の た め の 脱 化 石 燃 料 及 び 自 然 エ ネ ル ギ ー 中 心 へ の エ

ネ ル ギ ー 転 換 の 必 要 性 、 農 業 と 太 陽 光 発 電 を 組 み 合 わ せ る 日 本 発 の

ソ ー ラ ー ・ シ ェ ア リ ン グ の 可 能 性 、 日 本 に お け る 建 築 物 の 義 務 的 断

熱 基 準 の 引 上 げ に よ る 省 エ ネ の 推 進 と そ の 経 済 的 効 果 等 に つ い て 発

言 し た 。  

シ ャ ル デ モ ウ ズ 副 団 長 は 、 基 調 発 言 に お い て 、 新 欧 州 委 員 会 が 提

案 す る 気 候 変 動 対 策 で あ る 欧 州 グ リ ー ン ・ デ ィ ー ル の 目 標 、 Ｃ Ｏ Ｐ

25に 向 け て 欧 州 議 会 が 予 定 し て い る 気 候 非 常 事 態 を 宣 言 す る 決 議 の

概 要 、 持 続 可 能 な 社 会 の た め の 循 環 型 経 済 の 必 要 性 、 気 候 変 動 分 野

に お け る Ｅ Ｕ と 日 本 の 共 同 行 動 の 必 要 性 等 に つ い て 発 言 し た 。  

こ の ほ か 、欧 州 議 会 側 か ら 、Ｉ Ｐ Ｃ Ｃ の 1.5度 特 別 報 告 書 で 示 さ れ

た カ ー ボ ン・バ ジ ェ ッ ト の 重 要 性 、1.5度 目 標 達 成 の た め に 必 要 な 温

室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 の 割 合 、 気 候 変 動 対 策 を 求 め る デ モ の 発 生 、 気

候 変 動 に 関 す る イ デ オ ロ ギ ー や プ ロ パ ガ ン ダ の 主 張 で は な く 、 環 境

指 向 の 技 術 促 進 に よ る 、 よ り 賢 明 な 解 決 策 を 示 す 必 要 性 等 に つ い て

発 言 が あ っ た 。  

 

議 題 ４ ： 日 本 ・ Ｅ Ｕ を 取 り 巻 く 地 域 情 勢 （ 北 朝 鮮 、 中 国 、 米 国 等 ）  

 小 野 寺 団 長 は 、 基 調 発 言 に お い て 、 国 連 安 保 理 決 議 違 反 で あ る 北

朝 鮮 に よ る 頻 繁 な 弾 道 ミ サ イ ル 発 射 実 験 の 現 状 、 日 本 人 拉 致 問 題 の

解 決 に 向 け た 圧 力 継 続 の 必 要 性 と 欧 州 諸 国 か ら の 支 援 に 対 す る 謝 意 、

日 韓 軍 事 情 報 包 括 保 護 協 定 の 取 扱 い を 始 め と す る 韓 国 の 安 全 保 障 に

関 す る 立 場 へ の 懸 念 、 中 国 に よ る 東 シ ナ 海 及 び 南 シ ナ 海 に お け る 現

状 変 更 の 試 み 、新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区 の 再 教 育 キ ャ ン プ に 関 す る 問 題 、

香 港 の 民 主 化 デ モ の 状 況 等 に つ い て 述 べ た 。  

 メ イ デ ル 議 員 （ ブ ル ガ リ ア ） は 、 基 調 発 言 に お い て 、 北 朝 鮮 に よ

る 核 開 発 計 画 阻 止 の 必 要 性 、Ｅ Ｕ の 北 朝 鮮 に 対 す る 人 道 支 援 の 現 状 、

北 朝 鮮 の 国 民 生 活 条 件 を 改 善 す る た め の 経 済 社 会 分 野 に お け る 改 革

の 必 要 性 、 中 国 と の バ ラ ン ス の 取 れ た 貿 易 投 資 関 係 の 重 視 、 国 際 的

な 懸 念 事 項 で あ る 中 国 に お け る 人 権 侵 害 、 イ ラ ン 核 合 意 の 破 棄 や パ

リ 協 定 か ら の 離 脱 と い っ た 多 国 間 イ ニ シ ア テ ィ ブ を な い が し ろ に す

る 米 国 の 動 き 等 に つ い て 述 べ た 。  

こ の ほ か 、 日 本 国 会 代 表 団 か ら 、 北 朝 鮮 に よ る 日 本 人 拉 致 問 題 の

経 緯 、 日 朝 国 交 正 常 化 の 前 提 条 件 と し て 拉 致 被 害 者 の 無 条 件 帰 国 の

必 要 性 等 に つ い て 説 明 す る と と も に 、 北 朝 鮮 に よ る 核 開 発 、 ミ サ イ
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ル 発 射 及 び 日 本 人 拉 致 問 題 に 関 す る 欧 州 議 会 の 理 解 を 求 め た 。  

こ れ に 対 し て 、 欧 州 議 会 側 か ら 、 北 朝 鮮 に よ る 日 本 人 拉 致 問 題 に

関 す る Ｅ Ｕ か ら の 支 援 が 表 明 さ れ る と と も に 、 北 朝 鮮 の 核 保 有 に 対

す る 懸 念 、 香 港 の 民 主 化 デ モ の 状 況 及 び 新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区 に お け

る 再 教 育 キ ャ ン プ に 対 す る 懸 念 等 に つ い て 発 言 が あ っ た 。  

さ ら に 、 欧 州 議 会 側 か ら 、 中 国 、 米 国 、 ロ シ ア な ど に よ る 多 国 間

主 義 を 弱 体 化 さ せ る 動 き へ の 懸 念 、 多 国 間 主 義 を 維 持 す る た め の 国

際 場 裏 に お け る Ｅ Ｕ と 日 本 の 協 力 推 進 の 必 要 性 、 日 本 の 国 連 安 保 理

常 任 理 事 国 入 り へ の 支 持 、 北 朝 鮮 に お け る 人 権 状 況 や 核 開 発 プ ロ グ

ラ ム 等 へ の 懸 念 、 北 朝 鮮 問 題 に 関 す る 国 際 刑 事 裁 判 所 の 活 用 の 可 能

性 、 中 国 に よ る 極 地 に お け る 活 動 や 南 シ ナ 海 、 東 シ ナ 海 、 台 湾 と い

っ た 近 隣 地 域 に お け る 活 動 、 中 国 に よ る 東 ヨ ー ロ ッ パ 地 域 に 対 す る

働 き か け な ど へ の 懸 念 等 に つ い て 発 言 が あ っ た 。  

 
（ ４ ） 共 同 声 明 の 発 出  

今 次 会 議 に お け る 討 議 内 容 を 踏 ま え た 共 同 声 明 は 、 第 ２ セ ッ シ ョ

ン の 最 後 に 両 団 長 が 署 名 し て 発 出 さ れ 、 こ れ を も っ て 会 議 は 終 了 し

た 。（ 全 文 は 末 尾 掲 載 ）  

 
３ ． そ の 他 の 活 動  

（ １ ） ロ ワ ゾ ー 欧 州 議 会 安 全 保 障 ・ 防 衛 小 委 員 会 委 員 長 と の 会 談  

 11月 27日 （ 水 ）、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ロ ワ ゾ ー 小 委 員 長 と 会 談 し 、

Ｅ Ｕ と Ｎ Ａ Ｔ Ｏ の 防 衛 面 で の 役 割 分 担 の 現 状 、 中 距 離 核 戦 力 全 廃 条

約 失 効 の 影 響 、 米 国 と の 関 係 、 中 国 に よ る 欧 州 の 戦 略 セ ク タ ー へ の

投 資 に 対 す る 懸 念 等 に つ い て 意 見 交 換 し た 。  

 
（ ２ ） ラ ン ゲ 欧 州 議 会 国 際 貿 易 委 員 会 委 員 長 と の 会 談  

 11月 27日（ 水 ）、日 本 国 会 代 表 団 は 、ラ ン ゲ 委 員 長 と 会 談 し 、日 Ｅ

Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ 発 効 の 成 果 、 Ｅ Ｕ と シ ン ガ ポ ー ル 及 び ベ ト ナ ム と の 自 由

貿 易 協 定 交 渉 の 現 状 、英 国 総 選 挙 の 見 通 し と Ｅ Ｕ 離 脱 に 与 え る 影 響 、

中 国 に よ る 対 Ｅ Ｕ 投 資 の 現 状 と 課 題 、 Ｗ Ｔ Ｏ 改 革 の 必 要 性 等 に つ い

て 意 見 交 換 し た 。  

 
（ ３ ） ヴ ァ シ チ コ フ ス キ 欧 州 議 会 外 務 委 員 会 副 委 員 長 と の 会 談  

 11月 27日（ 水 ）、日 本 国 会 代 表 団 は 、ヴ ァ シ チ コ フ ス キ 副 委 員 長 と

会 談 し 、 今 後 の 日 Ｅ Ｕ 関 係 深 化 の 在 り 方 、 Ｅ Ｕ の 発 展 の 方 向 性 、 Ｅ

Ｕ の 対 ロ シ ア 、 対 中 国 関 係 の 在 り 方 、 安 全 保 障 分 野 に お け る Ｅ Ｕ と

米 国 の 関 係 等 に つ い て 意 見 交 換 し た 。  
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（ ４ ） サ ッ ソ ー リ 欧 州 議 会 議 長 と の 会 談  

 11月 27日 （ 水 ） 会 議 終 了 後 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 サ ッ ソ ー リ 欧 州

議 会 議 長 と 意 見 交 換 し た 。  
 
（ ５ ） 欧 州 議 会 本 会 議 傍 聴  

 11月 27日（ 水 ）、日 本 国 会 代 表 団 は 、欧 州 議 会 本 会 議 を 傍 聴 し 、サ

ッ ソ ー リ 欧 州 議 会 議 長 か ら 、 日 本 ・ Ｅ Ｕ 議 員 会 議 出 席 の た め 欧 州 議

会 を 訪 問 し て い る 日 本 国 会 代 表 団 を 心 か ら 歓 迎 し た い と の 挨 拶 を 受

け た 。  
 な お 、 こ の 本 会 議 に お い て 、 ウ ル ズ ラ ・ フ ォ ン ・ デ ア ・ ラ イ エ ン

次 期 欧 州 委 員 会 委 員 長 が 提 示 し た 新 欧 州 委 員 名 簿 に 関 す る 投 票 が 行

わ れ 、 多 数 で 承 認 さ れ た 。  
 
（ ６ ） 懇 談 会  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 11月 26日 （ 火 ）、 ギ ル 団 長 主 催 夕 食 懇 談 会 に 、

翌 27日（ 水 ）、ハ ウ タ ラ 欧 州 議 会 副 議 長 主 催 昼 食 懇 談 会 に そ れ ぞ れ 出

席 し て 欧 州 議 会 議 員 と 意 見 交 換 し 、 交 流 を 深 め た 。  

 
４ ． ベ ル リ ン 訪 問  

 日 本 国 会 代 表 団 は 、 会 議 終 了 後 の 11月 28日 （ 木 ） 及 び 29日 （ 金 ）、

ド イ ツ 連 邦 共 和 国 の 首 都 ベ ル リ ン を 訪 問 し 、 ド イ ツ 連 邦 家 族 ・ 高 齢

者・女 性・青 少 年 省 及 び プ ラ ッ ト フ ォ ー ム・イ ン ダ ス ト リ ー 4.0を 訪

問 し た ほ か 、 ド イ ツ 連 邦 議 会 Ｅ Ｕ 委 員 会 と 意 見 交 換 し た 。  

 な お 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 29日 午 後 、 シ ュ パ イ ヒ 駐 ベ ル リ ン ・ ノ

ル ト ラ イ ン ＝ ヴ ェ ス ト フ ァ ー レ ン 州 代 表 と の 会 談 を 予 定 し て い た が 、

同 日 正 午 か ら ベ ル リ ン 市 内 で 行 わ れ た 気 候 変 動 に 関 す る ５ 万 人 規 模

の デ モ や 集 会 に よ り 交 通 渋 滞 が 発 生 し 、 同 州 事 務 所 を 訪 問 す る こ と

が 困 難 と な っ た た め 、 シ ュ パ イ ヒ 代 表 側 と 協 議 の 上 、 会 談 を 取 り や

め た 。  

 
５ ． 終 わ り に  

 平 成 31年 ２ 月 に 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ が 発 効 し 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｓ Ｐ Ａ が 暫 定

適 用 と な り 、 ま た 、 ５ 月 に 行 わ れ た 欧 州 議 会 議 員 選 挙 を 経 て 、 対 日

交 流 議 員 団 が 新 た に 構 成 さ れ て か ら 初 の 開 催 と な っ た 今 次 会 議 で は 、

双 方 の 代 表 団 か ら 同 Ｅ Ｐ Ａ 及 び Ｓ Ｐ Ａ に 対 す る 高 い 評 価 が 述 べ ら れ 、

良 好 な 日 Ｅ Ｕ 関 係 の 深 化 を 改 め て 確 認 す る 機 会 と な っ た 。 加 え て 、

欧 州 議 会 側 か ら 、 本 議 員 会 議 の 開 催 回 数 を 年 ２ 回 と す る 提 案 が あ る

な ど 、 日 本 国 会 と の 交 流 を 重 視 す る 姿 勢 が 示 さ れ た 。 今 後 も 、 両 議

会 間 の 交 流 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で あ る 本 議 員 会 議 に 本 院 が 積 極 的 に
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参 加 し 、日 Ｅ Ｕ 関 係 の 強 化 に 寄 与 す る こ と が 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。 

 最 後 に 、 本 代 表 団 の 活 動 に 協 力 い た だ い た 欧 州 連 合 日 本 政 府 代 表

部 、 在 ス ト ラ ス ブ ー ル 日 本 国 総 領 事 館 及 び 在 ド イ ツ 日 本 国 大 使 館 に

対 し 、 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ 、 本 報 告 を 終 え る 。  
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第 39回 日 本 ・ Ｅ Ｕ 議 員 会 議  

共 同 声 明  

（ 2019年 11月 27日  ス ト ラ ス ブ ー ル ）  

 
第 39回 日 本 ・ Ｅ Ｕ 議 員 会 議 に 参 集 し た 日 本 国 会 と 欧 州 議 会 双 方 の

代 表 団 は 、 2019年 11月 27日 の ス ト ラ ス ブ ー ル に お け る 討 議 を 終 え 、

以 下 の 共 同 声 明 を 発 表 す る 。  

 
１ ． 両 代 表 団 は 、 ル ー ル に 基 づ く 国 際 秩 序 に 対 す る 挑 戦 及 び 脅 威 が

高 ま る 中 に お い て 、 安 定 的 な 関 係 に あ る Ｅ Ｕ と 日 本 の 間 の 戦 略

的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 強 調 す る 。 両 代 表 団 は 、 Ｅ Ｕ と 日 本 が 重

要 な 共 通 目 標 を 掲 げ る と と も に 、 民 主 主 義 、 法 の 支 配 、 人 権 、

基 本 的 自 由 等 の 価 値 及 び 理 念 を 共 有 す る パ ー ト ナ ー と し て 協 力

し て い る こ と か ら 、 両 者 の 間 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 特 殊 性 を 高

く 評 価 す る こ と を 再 確 認 す る 。  

 

２ ． 両 代 表 団 は 、 最 近 締 結 さ れ た 重 要 な 合 意 で あ る 日 Ｅ Ｕ 経 済 連 携

協 定 （ Ｅ Ｐ Ａ ） 及 び 戦 略 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定 （ Ｓ Ｐ Ａ ） に

対 す る 強 力 な 支 持 を 表 明 す る 。 両 代 表 団 は 、 両 協 定 の 履 行 を 注

視 し 続 け る と と も に 、 日 Ｅ Ｕ ・ Ｅ Ｐ Ａ の 履 行 に 関 す る 最 新 状 況

の 報 告 を 受 け る こ と を 期 待 す る 。 ま た 、 両 代 表 団 は 、 Ｅ Ｐ Ａ に

盛 り 込 ま れ な か っ た 部 分 も 含 め 前 向 き な 議 論 が 行 わ れ 、 様 々 な

課 題 が 解 決 さ れ る よ う 議 会 と し て 支 援 す る と と も に 、 日 Ｅ Ｕ ・

Ｅ Ｐ Ａ を 21世 紀 の 経 済 秩 序 の モ デ ル と し 、 日 本 と Ｅ Ｕ が 世 界 の

自 由 貿 易 を 牽 引 し て い く こ と を 歓 迎 す る 。  

 

３ ． 2019年 ２ 月 １ 日 に 暫 定 適 用 が 開 始 さ れ た 日 Ｅ Ｕ ・ Ｓ Ｐ Ａ の 第 １

条 第 ３ 項 の 規 定 に 沿 い つ つ 、 両 代 表 団 は 、 あ ら ゆ る レ ベ ル 及 び

フ ォ ー ラ ム に お け る 議 会 間 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 強 化 に 対 す る コ

ミ ッ ト メ ン ト を 改 め て 表 明 し 、 Ｅ Ｕ と 日 本 の 人 々 の 間 の 一 層 広

範 な 交 流 を 増 進 す る こ と を 目 指 す 。  


